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を
集
積
し
た
大
学
等
の
外
部
機
関
と

の
連
携
を
更
に
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
若
手
職
員
も
含
め
た
多
様

議
会
と
執
行
機
関
と
の
情
報
共
有
の

あ
り
方
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か

　
【
問
】
報
道
機
関
に
情
報
提
供
す
る

場
合
、
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ

議
会
軽
視
と
思
わ
れ
る
対
応
が
見
受

け
ら
れ
た
が
、
議
会
と
執
行
機
関
と

の
情
報
共
有
の
あ
り
方
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
。

　
【
区
長
】
し
か
る
べ
き
時
期
に
情
報

の
提
供
を
行
い
、
共
有
が
図
ら
れ
る

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
予
想

外
の
事
態
に
は
、
報
道
対
応
と
あ
わ

せ
て
議
会
へ
の
情
報
提
供
を
速
や
か

に
行
う
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
区
民
の
信
頼
や
協
力

を
得
る
第
一
歩
と
考
え
、
積
極
的
な

情
報
発
信
を
庁
内
に
徹
底
し
て
い
く
。

幹
部
職
員
の
人
事
異
動
は
ど
の
よ
う

な
視
点
で
行
っ
て
い
る
の
か

　
【
問
】
昨
年
の
幹
部
職
員
の
人
事
異

動
は
、
区
長
の
意
思
が
強
く
反
映
さ

れ
て
い
る
と
の
評
価
が
あ
る
。
職
員

を
萎
縮
さ
せ
ず
意
欲
を
も
た
す
こ
と

が
必
要
だ
が
、
昨
年
の
人
事
を
ど
う

評
価
し
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
視
点

で
臨
む
の
か
。
独
裁
区
政
と
言
わ
れ

る
こ
と
を
危
惧
し
、
あ
え
て
問
う
。

　
【
区
長
】
意
欲
と
能
力
に
基
づ
き
適

材
適
所
の
配
置
が
行
わ
れ
た
も
の
と

考
え
て
お
り
、
新
年
度
も
、
適
材
適

所
を
基
本
に
行
い
た
い
。

区
長
の
定
額
給
付
金
に
対
す
る
考
え

方
を
伺
う

　
【
問
】
委
員
会
に
お
け
る
区
民
部
長

の
発
言
は
、
中
立
で
あ
る
べ
き
行
政

と
し
て
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
。
区

長
自
身
は
、
定
額
給
付
金
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
寄
付
を
求
め
る
こ
と
は
、

政
府
が
推
奨
す
る
消
費
刺
激
策
に
そ

ぐ
わ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

さ
ら
に
、
定
額
給
付
金
の
効
果
を

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
。

　
【
区
長
】
定
額
給
付
金
は
、
自
治
事

務
と
し
て
そ
の
課
題
を
克
服
し
つ
つ
、

給
付
事
務
を
執
行
し
て
い
き
た
い
。

　

新
設
す
る
「
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
基

金
」
へ
の
寄
付
で
あ
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
事
業
に
助
成
す
る
こ
と
で
、
消

費
行
動
に
転
化
さ
せ
て
い
く
。

　

効
果
は
、
国
の
試
算
ど
お
り
４
割

と
仮
定
し
て
も
、
約
40
億
円
が
消
費

に
充
て
ら
れ
る
計
算
に
な
る
。

緊
急
経
済
対
策
の
主
眼
は
何
か

　
【
問
】
緊
急
経
済
対
策
の
主
眼
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
区
内
経

済
に
対
す
る
寄
与
度
は
ど
の
程
度
と

予
測
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
区
の
一
般
財
源
投
入
規
模

　
【
産
業
経
済
】
今
回
の
対
策
は
、
現

在
の
危
機
を
乗
り
越
え
未
来
へ
踏
み

　

都
の
雇
用
確
保
対
策
と
連
携
し
て

実
施
す
る
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ

り
、
延
べ
１
万
５
千
人
の
雇
用
の
創

出
等
を
見
込
ん
で
い
る
。

都
区
財
政
調
整
交
付
金
が
見
込
み
を

割
り
込
ん
だ
場
合
の
対
応
策
は

　
【
問
】
平
成
2�
年
度
予
算
は
、
都
区

財
政
調
整
交
付
金
が
当
初
見
込
み
を

割
り
込
ん
だ
場
合
、
区
債
の
借
り
換

え
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
基
金
残
高
が

930
億
円
を
超

え
る
現
在
、
各
基
金
の
活
用
計
画
等

を
策
定
し
、
早
期
に
議
会
や
区
民
に

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
【
区
長
】
新
た
な
財
源
対
策
が
必
要

な
場
合
は
、
基
金
の
活
用
を
図
る
が
、

起
債
可
能
事
業
を
再
度
精
査
す
る
と

と
も
に
、
借
り
換
え
も
選
択
肢
の
一

す
べ
く
、
作
業
を
進
め
て
い
る
。

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

　
【
問
】「
今
後
導
入
さ
れ
る
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
財
政
計
画
と
連
動
し
た
施
設
再

配
置
に
取
り
組
む
」
と
あ
る
が
、
シ

ス
テ
ム
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　

【
資
産
管
理
】
今
後
、
小
・
中
学
校

花
畑
団
地
の
再
生
事
業
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か

　
【
問
】

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
の
事
業
計

画
策
定
前
に
、
区
が
地
域
の
要
望
を

聴
取
し
、
Ｕ
Ｒ
と
協
議
す
べ
き
だ
。

区
長
は
昨
年
、
当
団
地
周
辺
を
視
察

し
て
い
る
が
、
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

　
【
区
長
】
昨
年
５
月
に
花
畑
団
地
に

伺
い
、
Ｕ
Ｒ
、
団
地
自
治
会
の
方
と
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
協

議
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
後
、
居
住
者
等
の
意
向
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
活
用
方
法
を
取
り

ま
と
め
、
Ｕ
Ｒ
に
伝
え
て
い
く
。

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
保
険

料
据
え
置
き
は
本
当
に
大
丈
夫
か

　
【
問
】
少
子
高
齢
社
会
に
加
え
、
世

界
同
時
経
済
危
機
に
よ
り
、
高
齢
者

福
祉
の
将
来
に
は
、
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
わ
が
党
は
、
現
行
の
介

護
保
険
料
を
据
え
置
け
ば
赤
字
が
発

生
し
、
そ
れ
が
後
年
度
の
負
担
に
な

り
か
ね
な
い
と
危
惧
す
る
が
ど
う
か
。

　
【
区
長
】
昨
年
�2
月
、
地
域
保
健
福

祉
推
進
協
議
会
会
長
よ
り
、
介
護
保

険
料
の
答
申
を
頂
い
た
。
答
申
は
極

め
て
重
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、

�00
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
経
済
危
機
が
日
本
を
襲
う
中
、
介

護
保
険
料
据
え
置
き
の
方
針
を
決
定

し
た
。
所
管
の
担
当
等
を
立
ち
上
げ
、

全
庁
的
に
全
力
を
挙
げ
て
介
護
予
防

に
力
を
入
れ
、
給
付
費
を
抑
制
し
て

い
く
決
意
で
臨
ん
で
い
き
た
い
。

竹
の
塚
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
Ｕ
Ｒ
と

の
話
し
合
い
が
最
も
重
要
で
あ
る

　
【
問
】
竹
ノ
塚
駅
踏
切
高
架
化
に
伴

い
、
東
口
の
再
開
発
に
全
力
を
注
ぐ

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
駅
前
道
路

の
両
側
を
所
有
す
る
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
と
の
話
し

合
い
が
最
も
重
要
に
な
る
が
ど
う
か
。

　
【
市
街
地
】
補
助

255
号
線
ま
で
の
区

間
は
、「
駅
前
顔
づ
く
り
ゾ
ー
ン
」

と
位
置
づ
け
、
Ｕ
Ｒ
に
伝
え
て
い
る
。

Ｕ
Ｒ
団
地
は
、
現
時
点
で
は
建
替
え

対
象
で
は
な
い
が
、
今
後
、
計
画
変

更
を
誘
導
し
て
い
く
た
め
に
も
、
区

が
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
Ｕ
Ｒ

と
の
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

多
様
な
人
材
を
登
用
せ
よ

　
【
問
】
現
在
で
は
、
管
理
職
試
験
合

格
者
の
み
区
政
執
行
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
得
る
が
、
今
後
は
、
区
長
直
属

の
財
政
政
策
諮
問
会
議
の
よ
う
な
組

織
に
よ
り
、
職
員
や
、
年
齢
差
を
越

え
た
優
秀
な
民
間
人
も
含
め
た
人
材

と
の
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
も
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
【
政
策
経
営
】
区
職
員
の
能
力
活
用

に
と
ど
ま
ら
ず
、
専
門
知
識
・
技
能

「
信
頼
さ
れ
る
政
治
」
実
現
へ
！

　
　

信
念
に
基
づ
き
区
政
を
質
す

自
由
民
主
党

　

新
井　

英
生　

議
員

足
立
区
の
未
来
を
見
据
え
た
施
策
を
！

自
由
民
主
党

　

浜
崎　

健
一　

議
員

福
祉
充
実
と
都
市
整
備
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

　

白
石　

正
輝　

議
員

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党
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は
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

出
す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
策
定
し
た
。

ま
た
、
緊
急
経
済
対
策
総
額
約
95

億
円
の
う
ち
、
一
般
財
源
を
約
39
億

円
と
見
込
ん
で
い
る
。

つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
基
金
の
活
用
計
画
等
は
、

現
在
策
定
中
の
中
期
財
政
計
画
で
示

等
の
公
共
施
設
の
更
新
時
期
が
順
次

到
来
す
る
。
資
産
の
一
元
管
理
を
踏

ま
え
、
個
々
の
施
設
更
新
の
時
期
、

更
新
経
費
予
測
等
の
機
能
を
持
つ
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
今
、
必
要
と
判
断
し
た
。

花
畑
団
地
の
再
生
事
業
は
、


